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新潟県立柏崎高等女学校における卒業生の進路

烏田直哉 *

はじめに

 本稿では、新潟県立柏崎高等女学校（以下、「柏崎高女」とする）を対象に、同校の『同窓会々報』
などから、卒業者がどのような進路をたどったのか、その一端を明らかにする。

現在の柏崎市の人口は 8 万人足らずであるが 1）、近代における同市（昭和 15 年まで柏崎町）は、昭
和 10 年の国勢調査によると人口 10 万人を擁していた 2）。明治 20 年代に西山油田が開発され 3）、その後、
明治中期から昭和のはじめにかけて製油業が発展した 4）。明治 30 年には北越鉄道柏崎駅が開業し 5）、日
本石油柏崎製油所をはじめ多数の石油会社が設立された。さらに、昭和 7 年には理研の柏崎工場など理
研コンツェルン傘下の工場群が建設され 6）、近代工業都市として発展した。

高等女学校に関する研究をみると、深谷昌志『良妻賢母主義の教育』7）をはじめ、近代女子教育の原
理として「良妻賢母」が存在し、男子の中等教育とは異なる点が強調されてきた。土田陽子は、「ジェ
ンダー秩序」形成に高等女学校が果たした役割を明らかにした。そして、「公立名門高等女学校」の一
つとして県立和歌山高等女学校をとりあげ、その「利用層」や「学校イメージ」「学校文化」「ジェンダー
規範の特徴」を明らかにした。これまでの研究は、高等女学校が「良妻賢母」養成の機関であり、「女
子はその学歴エリート養成ルートから排除されていた」8）という視点で語られることが多かった。しか
し、土田の対象とした県立和歌山高等女学校の卒業者（昭和 4 ～ 22 年卒業）についてみると、7 割の
者が何らかの学校に進学しており 9）、「良妻賢母」養成とは様相を異にしたことが分かる。旧制中学校
とは異なる機能を期待されたが、中等教育機関の、「『学卒後』の教育・学習の実態」10）について、個別
に検証することには意義があろう。

土田の言う「地域の都市化・近代化が進展する大正期以降の高等女学校に焦点を当てた事例研究」11）

の一つとして柏崎高女の卒業後の進路を取り上げる。先に述べた柏崎の都市化・近代化と柏崎高女とが
どのように関わったのかについても言及できればと考える。

1．県立高等女学校の設置

（1）初の設置
『新潟県教育百年史』12）、新潟県立柏崎常盤高等学校編『創立六十周年記念誌』13）などから、新潟県内

の高等女学校設置についてふれておく 14）。
明治 32 年 2 月 7 日に「高等女学校令」が出され、「北海道及府県ニ於テハ高等女学校ヲ設置スヘシ」（第

2 条）と、北海道および各府県に高等女学校の設置義務が課された。『新潟県教育百年史　大　　正
昭和前期編』に

よると、新潟県においては、同年 11 月の通常県議会で高等女学校設置が提案されたが、時期尚早であ
るとして否決された、とされている 15）。その背景としては、水害や虫害による県財政の逼迫、女子教育
が「贅沢」であるとの世論、女子中等教育に対する県民の関心が低かったことなどが指摘されている。
県会で否決されたが、訓令により明治 33 年度の開校を迫られており、県は内務大臣に稟議して開校に
こじつけた。明治 33 年 2 月 23 日、文部省告示第 38 号により、新潟市に新潟県高等女学校（翌年に「新
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潟県立高等女学校」と改称、以下「新潟高女」とする）を設置することが認可された 16）。そして、明治
33 年 3 月、新潟県令第 23 号をもって「新潟県高等女学校規則」が定められた 17）。

（2）四つの郡立高等女学校
県立新潟高女に続き、明治 33 年から明治 36 年にかけて、郡立高等女学校 4 校が相次いで設置され

た 18）。明治 33 年 5 月 7 日には、「寺町善導寺」を仮校舎として中頸城郡立高田高等女学校が開校した。
さらに、明治 35 年には北蒲原郡立新発田高等女学校、古志郡立長岡高等女学校、そして明治 36 年に刈
羽郡立高等女学校が設置認可された。明治 40 年にこれら 4 校は県立に変更され、刈羽郡立高等女学校
は新潟県立柏崎高等女学校（以下、「柏崎高女」とする）に改称した 19）。

柏崎高女の設置経緯について、『新潟県教育百年史　明治編』を参照してもう少し詳しく述べておく。
柏崎高女の源流は、帝国婦人協会の北越支会が明治 32 年 9 月 4 日に柏崎の妙行寺で主催した「婦人修
徳会」であった。この時、下田歌子の講演が行われたとある。女子教育の重要性を感じた北越支会の「近
藤泰子、片桐妙源尼」が女学校設立運動を展開し、北越女学校を開校した。同書には、「下田女史の精
神を掲げて教育が行なわれた」20）と記述されている。しかし、女子教育に対する住民の理解のなさに加
え、「資金集めも苦しかつた」こと、「石油株の変動も大きく影響した」21）こと等により、継続すること
は困難であった。そこで、先の「近藤」らは北越女学校を母体として郡立高等女学校設置を訴え、明治
36 年 3 月 29 日、刈羽郡立高等女学校、後の柏崎高女が設立された。

柏崎高女を含め、郡立 4 校を県立に移管する動きがあった。明治 40 年度から新潟高女に加え、高田、
長岡、新発田、柏崎の 4 校が県立高女となった。明治 32 年 12 月 11 日の県会速記録によると、当時の
勝間田稔知事には「新潟市ニ一ツ、ソレカラ、高田、長岡、新発田、此四ヶ所ニ先ツ女学校ヲ設ケルト
云フノハ極メテ必要」、「此四ツノ学校ガアレバ先ツ十分デアラウ」22）という考えがあったようである。

高田、長岡、新発田については、明治 40 年度から、勝間田知事の述べた通り県立移管が実現した 23）。
柏崎高女が県立となった理由として、柏崎常盤高等学校の『六十周年記念誌』には、次の様に記してある。

　　 （前略）当時本県の県立高女校は、新潟、長岡、高田、新発田に本校を加えたものだけであつた。
他の地区はそれぞれ我国五港の一とか、城下町とかとしてその基盤があつたが、わが柏崎だけが政
治的にも経済的にもこれはという特別大きな背景がなかつたにも拘らず、本県最初の県立高女五校
の一に加わり得たことは近藤、山田女史らの努力による北越女学校の創設が大きく影響したと見る
べきであろう。24）

これらの記述によると、帝国婦人協会の北越支会になる「婦人修徳会」とその後継の北越女学校の存
在、下田歌子の柏崎への来訪がこの地に女子教育の重要性を根付かせる契機になったとされている。県
の政策から独立した系譜で設置された、とみることもできよう。

2．『新潟県統計書』、同窓会報から分かる卒業生の進路

（1）『新潟県統計書』にみる進路
【図表 1】【図表 2】は『新潟県統計書』に掲載されている「前年度本科及実科卒業者ノ本年度内三月

一日ノ状況」25）である。同書により、新潟県内における高等女学校卒業生の進路を把握できる。県立 5
校に限って、大正 11 年から昭和 14 年までを集計した。年度により集計方法に違いがあるので、【図表
1】では、経年変化を捉えられるよう筆者が読み替えた。【図表 2】では、【図表 1】で「専門学校等」と
して集約した数字を学校別に示した。
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【図表 1】『新潟県統計書』にみる県立高等女学校卒業者の進路

【図表 2】『新潟県統計書』にみる高等女学校卒業者の進学先
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【図表１】に示した通算の数から、卒業者数に占める各進路の比率を考えてみる。新潟高女において
は専門学校等や高等科へ進む者の比率が他校に比べ高い。また、就職者の比率も高田高女についで高く、
相対的に家庭にある者の比率は低い。柏崎高女の進路をみると、専門学校等へ進んだ者の比率は新潟高
女についで高く、師範二部の比率が高いことも特徴的である。しかし、就職者の比率は低く、相対的に
家庭にある者の比率が最も高くなっている。
『新潟県教育百年史　大　　正

昭和前期編』には、大正・昭和期の「進路指導」について、以下の様に記述されて
いる。

　　 　卒業予定者に対する指導について、具体的に配慮するところがあった。とくに上級学校志願者に
対しては、どの学校でも大正末から放課後あるいは休暇に全課制度を設けて、国語・数学・英語の
三科目を中心に準備教育を施すことが行なわれた。柏崎高女のように小学校教員検定試験希望者も
含めて指導した学校もあった。また就職希望者に対しては、珠算や時に邦文タイプの指導を行ない、
さらに四年生になると地域の工場・郵便局・銀行・幼稚園・裁判所などを見学させて社会的見聞を
広めるとともに、修学旅行の際にはとくに実社会における婦人の職業的活動の状況について参考資
料を得させることに努めた。

　　 　なお、新潟高女における志望別組編成の実施は注目される。これは以上のような卒業後の志望の
多様性にこたえて昭和十年度から始められたものである。本科三、四年各五組のうち二組を上級学
校入学志望者をもって組織して受験組と名づけ、他の三組を家庭に入る者、就職希望の者をもって
組編成するというものであった。26）

「職業婦人」の増加とともに、高等女学校においても上級学校進学希望者に対する指導がなされた。
特に新潟高女は、「進学校」として期待されていたことが分かる。柏崎高女では小学校教員検定受験に
特化した指導もなされたようである。また、会社や公的機関への就職に向けて、そのモチベーションを
高める活動が行われた。

新潟高女においては、1 ～ 2 割の生徒が高等科へ進んでいたこと、「家庭」にある者の比率がこの 5
校の中で最も低いことなどが分かる。新潟高女においては、大正 11 年 4 月に 3 年制の課程として高等
科が設置された 27）。なお、新潟高女の高等科は、昭和 18 年 4 月に廃止され、新たに、修業年限 3 年の
家事専攻科が設置された 28）。この専攻科の卒業生に対して、中等学校家事科教員、青年学校教員、国民
学校訓導の資格が与えられた 29）。
【図表 2】から、新潟高女においては、「女子大学生徒」が通算して 48 名と最も多く、柏崎高女にお

いては「実践女学校」生徒が毎年度一定数あり、この 5 校の中で最も多いことが分かる。先に述べた、
下田歌子との縁の深さを示しているものと考えられる。

（2）同窓会報等の集計
【図表 3】は、昭和 18 年柏崎高女同窓会発行の『創立 40 周年記念号　増改築竣功』にまとめられて

いる、明治 39 年第 1 回卒業生から昭和 18 年第 38 回卒業生の「卒業生ノ状況」30）である。【図表 3】の通り、
本表の冒頭には「各学校欄ノ算用数字ハ現ニ在学中ノ数ニシテ日本数字ハ卒業数ナリ」31）とある。本稿
では、「算用数字」の部分は斜体に、「日本数字」の部分は算用数字にしてある。
【図表 3】から、柏崎高女卒業生の進路について次の点を指摘できる。進学・その他の学修について

であるが、まず、最も多かったのは女子師範学校第二部へ進んだ者であったという点である。通算して
126 名、3,380 名のうちの 3.7％であった。ほぼ同数であるのが、専門学校等へ進んだ者（「音楽学校」「美
術専門学校」「女子大学」「実践女学校」「女子医学ニ関スル学校」「体操ニ関スル学校」「京都同志社大
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学女子部」「其ノ他ノ女子専門学校」）であり 119 名となる（同じく 3.5％）。そして、昭和 15 年 3 月卒
業生から専攻科へ進んだ者があらわれている。『新潟県教育百年史　大　　正

昭和前期編』の「第三章　戦時下教育
の苦難」には、高等女学校の「専攻科・研究科の設置」について、専攻科や研究科、補習科、家庭寮な
どは、「将来家庭を営むに必要なまとまった知識や技術を授ける教育機関が欲しいという、同窓会など
からの強い要請に応えて母校に付属して設置」32）されたと記述されている。そして、「代表的なものとし
ては新発田（昭和七年）・直江津（九年）（中略）柏崎（十六年）の各高女専攻科、（中略）新潟高女の
家庭寮（十一年）など」があり、そのいずれも事業母体が同窓会であったとされている。

職に就いた者であるが、最も多いのは「小学校教員」で 130 名（同じく、3.8％）である。「実業従事」
もほぼ同数で 129 名（同じく、3.8％）に上る。「実業従事」者は昭和期に入ってから増加しており、特
に昭和 14 年以降は二桁に上るようになった。

以上のように、『新潟県統計書』や同窓会報の集計で、おおよその傾向はつかめる。より具体的な進
路について柏崎高女の『同窓会々報』巻末名簿や『同窓会員名簿』等（以下、単に『名簿』とする）の

【図表 3】新潟県立柏崎高等女学校の「卒業生ノ状況」（明治 39- 昭和 18）
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記載内容から検討する。

（3）名簿等で分かる進路
卒業直後の進路について、どのよう

に追跡したか述べる。昭和 16 年の『名
簿』33）、昭和 18 年の『同窓会々報』巻末
名簿 34）を用いて 3,235 名の卒業年、卒業
回、氏名等を基礎データとした。基礎デー
タの氏名を基に、卒業後直近（卒業年、
あるいは卒業翌年、翌々年）に発行され
た『名簿』、『同窓会々報』巻末名簿と照
らし合わせた。これらが発行された直近
の数年間のうちは進学先などが示してあるが、それ以前の卒業生になると、住所のみの記載となるから
である。卒業年（卒業回）とその卒業生の進路に関する情報源は【図表 4】に示した通りである。
【図表 5】の通り、追跡できたのは 2,167 名である。間欠的にはなるが、大正 10 年から昭和 18 年まで

の進路について示した。住所のみなど、進路に関する記載のない者が 1,826 名と 84.3％を占める。

進学・その他の学修をした者は262名、2,167名の12.1％であった。進学・その他の学修をした者のうち、
最も多くを占めたのは専門学校・高師である。80 名を確認できた。ついで、師範学校第二部、高等科・
専攻科・補習科などの附設課程へ進んだ者がそれぞれ 50 名余りとなっている。柏崎高女では専攻科が
昭和 16 年に設置されており、その年に「柏女専攻科」等の記載が目立つようになる。勤務先が記載さ
れていた例は 71 名で 2,167 名の 3.3％であった。最も多かったのは小学校教員で 45 名、2,167 名の 2.1％
あった。以下、進学や就職について具体的な進路をみる 35）。
【図表 6】は専門学校や高師、師範学校、中等学校、各種学校など、「進学」とみなした者の集計である。

進学とみなしたケースうち、最も多かったのは専門学校・高師であり、80 名、262 名のうち 30.5％であった。
専門学校のうち、4 分の 1 を実践女子専門学校が占めている 36）。先に述べた通り、柏崎高女が「下田

歌子女史の精神をかゝげて創立された」37）北越女学校を前身としており、また、下田歌子の来訪は北越
女学校時代に数度に及んでいる 38）。女学校設立運動に携わった「山田米子」、その夫である「山田順一」
について、「子供さんたちをみんな歌子さんの実践女学校へ通わせるなど歌子さんに心酔されていたよ
うです」39）との座談会での発言がある。柏崎高女だけではないかも知れないが、そのような縁の深さが、

【図表 5】名簿記載内容　全体

【図表 4】『同窓会々報』巻末名簿、『名簿』掲載の進路の情報源



35

東海学園大学教育研究紀要　第 10 号

この進学状況にあらわれたものと考えられる。
ついで和洋女子専門学校が 9 名であった。「女子専門学校」「女子大学寄宿舎」「女子大学寄宿舎内」

という記載があったものは、おそらく日本女子大学校であると思われるが、【図表 6】では「不明」と
した 40）。

【図表 6】名簿記載内容　進学先
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女子高等師範学校への進学について、先の【図表 1】～【図表 3】と傾向は同じであり、【図表 6】で
みると通算でわずか 4 名、また東京のみであった。

専門学校・高師についで多かったのは、師範学校・その他教員養成諸学校であり、54 名・20.6％となっ
ている。大半は「長岡女師」「長岡女師青年学校教員養成所」「長岡女師六ヶ月」「長岡女子師範」「長岡
女子師範学校」「長岡女子師範学校第二部」「長岡女子師範臨教」などの記載で 41）、長岡女子師範学校と
判断できたケースを 49 名確認することができた 42）。継続的に同校へ進む者があったと考えることがで
きる。
「新潟県師範学校学則」第 1 条には、「新潟師範学校及高田師範学校ニハ各本科第一部八学級第二部一

学級長岡女子師範学校ニハ本科第一部四学級第二部一学級ヲ置キ其一学級ノ定員ヲ各四十人トス」43）と
ある。『新潟県教育百年史　大　　正

昭和前期編』によると、第一次大戦にともなう経済界の活況により、教員志願
者が減り「教員不足」が生じたと記されている 44）。師範学校第二部は中等学校卒業者を取り込み、修業
年限 1 ～ 2 年の「速成主義」で教員養成をはかった 45）。この頃の教員不足の実状について『新潟県教育
百年史　大　　正

昭和前期編』に以下のような記述がある。

　 翌七年（大正 7 年―筆者註）には本県の本科正教員の不足がより深刻化し、三月現在で師範学校卒
業生三〇〇名を全部配当してもなお八〇〇名が不足となった。八年から十一年まで、毎年のように
各郡市からの正教員の要求数は卒業生の三倍に達した。最も多かったのが大正十一年で各郡市から
の新教員要求数が前年の二〇％増の八〇六名であった 46）

その他の中等学校としては、私立・甲種実業学校の長岡高等実業女学校（「長岡実女専攻科」などの記載）
であった。16 名と目立って多い。また、これも私立の実業学校であるが、長岡高等家政女学校が 8 名
となっている。長岡へのアクセスは【図表 7】の通り、信越線で 1 時間程度であった。長岡市（明治 39
年より市制施行）には、女子中等教育機関が複数設置されており、柏崎高女卒業生にとっては、距離的
にも近く卒業後の受け皿の一つになっていたと捉えることができる。

【図表 7】北越鉄道路線図・時刻及び運賃
〔新潟県史研究会編『新潟県百年史　上巻』野島出版、昭和 43 年、598-
599 頁より。○、□は筆者が付記した。〕
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各種学校は 30 名・11.5％であった。特に中央工
学校への進学はこの地域の特色であると思われる。

名簿から勤務先と判断できた者の記載内容が【図
表 8】である。先に述べた通り、最も多かったのは
小学校教員であった。勤務校はほぼ新潟県内であり、
上越、中越が中心であったかと思われる。終戦近く
になると「理研」「帝石」など工業従事者の記載が
複数見られるようになる 47）。

3．『同窓会々報』中の通信欄記述内容

次に、『同窓会々報』の通信欄からどのような生
活を送っていたのか垣間見てみよう 48）。

（1）上級学校等への進学者
①女子専門学校

専門学校等へ進んだ者に関する通信欄記述内容をいくつか挙げる。
先に述べた通り、柏崎高女は実践女学校とつながりの深い高等女学校であった。実践女学校へ進んだ

大正 10 年 3 月（第 16 回）卒業生について、「今春実践女学校御卒業、母校へお帰りの由」49）とあり、こ
の後、柏崎高女の教員となったことが分かる。大正 15 年の『中等

教育諸学校職員録』に同姓同名の人物が「裁」50）

縫の教員として掲載されている。同じく大正 11 年 3 月（第 17 回）卒業生については、「実践女学校へ
今春御入学遊ばして一心に御勉強です」51）、昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生については、「実践女学校
に在学中でいらつしやいます」52）などの記述を確認できた。

次に、日本女子大学校へ進学した者の記述をみる。大正 10 年 3 月（第 16 回）卒業生の 2 名分の記述
として、「女子大学に」53）とのみあった。うち 1 名について、大正 11 年 3 月の同窓会報巻末名簿で確認
すると、「日本女子大学校」54）との記載があった。

和裁および洋裁を学ぶ女子専門学校進学者の記述をみる。帝国女子専門学校へ進んだ者に関する記述
としては、大正 10 年 3 月（第 16 回）卒業生の「今春帝国女子専門学校御卒業、御帰国なされしが再び
御上京、大塚洋服女学校にて研究を続けて居られます」55）、同じく「帝国女子専門学校に御在学」56）と 2
名分を確認できた。帝国女子専門学校は「家政科を置き修業年限を三ヶ年とす」57）る学校であった。また、
大正 13 年 3 月（第 19 回）卒業生は、「和洋裁縫学校へ行つてをられます、（中略、2 名）と同居して居
られるさうです」58）と、後の和洋女子専門学校へ進んでいる。
「美術学校」で学んだ卒業生がいた。昭和 12 年 3 月（第 32 回）卒業生に関するものとして、「東京の

美術学校で日本画と刺繍とをお勉学です」59）との記述があったが、専門学校かどうかは不明である。「一
筋道をとても御熱心にお励みで教壇にお立ちになる日も間もない事でございませう」と続けられており、
教員を志望していたことが分かる。

中等学校教員となった者については、後にも述べるが、ここでは、柏崎高女を卒業して専門学校へ進
み、その後中等学校教員となったことを追跡できた者に限って検討する。大正 10 年 3 月（第 16 回）卒
業生に関する記述として、「今春和洋裁縫女学校御卒業、鳥取県の女学校でお勤めです」60）などが挙げら
れる。「鳥取県の女学校」の職員としては確認できなかったが、大正 15 年の『中等

教育諸学校職員録』をみる
と、新潟県立高田高等女学校の「裁」の教員に同姓同名の人があった 61）。

昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生の一人は、名簿から「実践女学校高等師範部裁縫科」62）に進学したこ

【図表 8】勤務先の記載内容
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とが分かる。昭和 5 年発行の『同窓会々報』通信欄には、「今春学校を御卒業なさつて、只今は長岡市
の家政女学校におつとめになつていらつしやいます。毎日々々汽車通学でさぞお苦しいことと存じま
す」63）とあり、「実践女学校高等師範部裁縫科」を経て長岡高等家政女学校 64）に裁縫の教員として勤務し
たものと思われる 65）。
②医専、歯科医専、薬専等

医学・薬学の専門学校へ進んだ者に関する記述をみる。大正 10 年 3 月（第 16 回）卒業生について、「東
京女子医学専門学校に」66）との記述が、また、翌大正 11 年 3 月（第 17 回）の卒業生については、「一心
に御勉学遊ばし」、「女子医専へ御入学遊ばして東都に研究をつづけて居」67）たとの記述がみられた。歯
科医者を目指し、東洋女子歯科医学専門学校へ進学した大正 13 年 3 月（第 19 回）卒業生は、「明華女
子歯科医学専門学校へ御入学です、専らお医者さまになるべく御勉強中です」68）と紹介されている。薬
学を修めた者としては、昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生に関する「薬学専門学校に御在学中でいらつ
しやいます」69）との記述、あるいは、昭和 12 年 3 月（第 32 回）卒業生に関する「薬専でお勉強されて
明晢な御頭脳を益々お磨きです」との記述を確認した。後者の卒業生は、「クラス会には宗教と哲学で
火花を散らされました。相手は有名な ○

（史料表記のママ―筆者註）

○ さんです」70）と、旧友とアカデミックな議論を交わし
たようである。「第三者の八銭のイチゴが驚いて溶けました。来年からは二十銭位のを用意しなければ
なりませんね」と付け加えられている。

各種学校等で学んだ者について触れておく。昭和 3 年 3 月（第 23 回）卒業の 2 名について、「毎日御
元気で宮川産婆学校にお通ひださうです」71）との記述が見られた。あるいは、昭和 11 年 3 月（第 31 回）
卒業生の一人は「長岡日赤看護婦養成所」72）で学んだ。医療従事者、とりわけ「看護婦」や「産婆」を
目指した者は、「給費生」として待遇され、彼女らには服務義務が課された 73）。
③女子高等師範学校

次に、記述は少ないが、女子高等師範学校へ進学した者についてである。大正 10 年 3 月（第 16 回）
卒業生で東京女子高等師範学校へ進学した卒業生に関する記述があった。「女子高等師範に御勉学中、
来年の三月は御卒業の筈なれば此の冬休みには是非此の柏陽の里へ訪れて頂きたいものと存じて居りま
す」74）と紹介されている。彼女については、大正  14 年 1 月 22 日の『読売新聞』に、「朝鮮婦人」として
初の東京女高師卒業者として取り上げられている 75）。女子高等師範学校への進学は難関であり、新潟高
女においても、例年数名であった（前掲、【図表 1】参照）。

（2）女子師範学校第二部
師範学校第二部等へ進んだ卒業生について検討する。
先にも述べた通り、進学と判断できたケースのうち、長岡女子師範学校へ進んだ者が最多であった。

同校へ進んだ昭和 3 年 3 月（第 23 回）卒業生の一人について、「『オラタの先生』と小さい子供等にし
たはれながら毎日々々ゴトン〳〵と北条第一まで御通勤」76）とあり、「駅のすぐそば」の北条第一尋常高
等小学校へ電車通勤していたと推察できる。
【図表 6】にも示したように、群馬県や山形県の女子師範学校へも進んでいる。昭和 3 年 3 月（第 23

回）卒業生の一人について、「山形県の師範をお卒業になつて今ではあちらで教 をとつて居られます。
先日は田植休に来て居られましたが又稲刈休に来られる事で御座いませう」77）と紹介されている。農繁
期に帰省したのか、「田植休」「稲刈休」に戻っている 78）。

昭和 18 年 3 月（第 38 回）卒業生の 5 名については、「（5 名、姓のみ列記）さんは臨教を卒へて、小
国民錬成の為教壇に立つて居られます」79）と記述されている。昭和 10 年代には教員不足が深刻となり、
教員を短期に養成する必要があった。新潟県では昭和13年2月に新潟県臨時教員養成講習所規程を定め、
各師範学校に 1 学級 30 名、講習期間 6 ヵ月の講習所を設けた 80）。このうち一名について、昭和 18 年の
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名簿に「長岡女子師範臨教」81）と記載されている。

（3）学校教員、公務等、会社等
①学校教員

勤務先が記されている通信欄の記述について検討する。まず、中等学校教員についてである。【図表 3】
によると、第 1 回から第 18 回卒業生まで、23 名の者が中等学校教員となっている。少数ながら、高等
教育機関の教員になり、戦後は新制大学で教 をとったケースもあった。

昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生の一人について、「仙台市の尚 網
（ママ、「絅」カ―筆者註）

女学校におつとめになつ
ていらつしやいます」82）と紹介されている。仙台の尚絅女学校であろうか、中等学校教員として活躍し
たものと思われる 83）。この記載の 2 年前、彼女が卒業した直後の昭和 3 年の『同窓会報』巻末名簿には

「日本女子体育専門学校」との記載があった。彼女はこの後、勤務先を転々としており、昭和 12 年の『同
窓会々報』では、「立派に洗礼をおうけになつて信仰の道にお入りになつていらつしやいますとか。物
やはらかな御様子温みの溢れたまなざし、お話を伺つてゐる中に何かしら教へられる所がたく山ありま
す只今神戸の女学院におつとめでいらつしやいます」84）との記述があった。また、昭和 16 年の『同窓会
員名簿』では「神戸女子専門部寄宿舎」85）との記載があった。このことから、彼女は、柏崎高女卒業後、
日本女子体育専門学校へ進学し、その後、仙台尚絅高等女学校を経て、神戸女学院専門学校に勤めたこ
とが分かる 86）。

同年の別の卒業生は柏崎高女卒業後に「日本体育会体操学校」へ進み、その後、昭和 5 年の『同窓会々
報』には「北海道の岩見沢高女で教 をとつて」87）いるとある。

進学先は不明だが、昭和 12 年 3 月（第 32 回）卒業生の一人は、「柏崎実業女学校にお勤めで、お得
意の英語、家事、体操の御担任で腕と脚をお振ひ」88）になったようである。

小学校教員となった卒業生に関する記述をみる。先に示した【図表 8】の通り、通信欄から小学校教
員となった者を多数確認できた。学校名から多くは柏崎近辺で教員を勤めていたと判断できる。なお、
大正 11 年 3 月（第 17 回）卒業生のように、「小学校へおつとめの由」89）など、具体的な小学校名が判ら
ないものはここでは省略した。

また、「学校看護婦」の増加とともに、昭和 9 年の『同窓会々報』には、「大洲小学校で看護婦としてスマー
トな御洋装でお通ひ」90）（昭和 6 年 3 月・第 26 回卒業生）という人物に関する記述もみられた。なお、「学
校看護婦」は、昭和 9 年には全国で 3,092 人に上っている 91）。
②その他公務等

その他公務、会社等に勤めた卒業生に関する通信欄の記述をみる。交通・通信業に従事した者に関す
る記述として、大正 10 年 3 月（第 16 回）卒業生の「あの鋭敏な頭を以て柏崎駅で電話の交換をやつて
居られます」92）、あるいは、昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生の「鉄道の方におつとめになつていらつし
やいます」93）などがあった。

また、郵便局に勤めたというケースが複数あった。「郵便局におつとめでいらつしやいます」（昭和 2
年 3 月・第 22 回卒業）94）、「一時郵便局にお勤めでしたが今はお家にいら

（ママ―筆者註）

しやいます」（昭和 12 年 3 月・
第 32 回卒業）95）、「（前略、姓のみ 1 名）さんは七丁目の郵便局に（後略）」（昭和 18 年 3 月・第 38 回卒
業）96）などの記述が認められた。

官公庁、役場で勤めた卒業生に関しては、昭和 3 年 3 月（第 23 回）卒業生について、「ずつと前に
伺つたのでございますけど東京の陸軍省にお勤めの由。無事にお 活

（「くら」カ、よみ不明―筆者註）

しになれます様遠方か
らおいのり致します」97）と紹介されている。また、昭和 6 年 3 月（第 26 回）卒業生が「町役場でソロバ
ンをはじいて居られ」98）るという記述があった。その他、「図書館にお勤めで好きな編物や裁縫を暇に励
ん」99）だという、昭和 18 年 3 月（第 38 回）卒業生があった。
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先に述べた通り、「看護婦」や「産婆」の養成機関へ進んだ者がいたが、次に示す通信欄の記述は、
実際にそれとして活躍したと思われる者のケースである。昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生に関して「宮
川医院においでになります」100）と、あるいは、昭和 6 年 3 月（第 26 回）卒業生について「大橋医院で
相変らずお元気に働いておいでゝす」101）と紹介されている。また、昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生に
ついて、「新潟の赤十字社にお入りになつていらつしやると承りましたが…………」102）との記述されて
いる。日本赤十字社の看護婦養成所で教育を受けているのか、あるいは「看護婦」として勤務している
のか、不明である。
③会社等
【図表 3】にもみた通り、昭和に入ってから「実業従事」者が増加している。大正 10 年 3 月（第 16 回）

卒業生に関して、「可愛い坊ちやん相手に鯨波のホテルにお働きになつて居らつしやいます」103）との記
述があったが、以下に示したものは昭和期のものである。
「職業婦人」の代表である、タイピストや百貨店店員についての記述がみられた。明治末あるいは

大正のはじめ頃には男性の方が多かったタイピストは、昭和に入ると女性が大半を占めるようになっ
た 104）。昭和 2 年 3 月（第 22 回）卒業生について、「東京でタイピストをなさつていらつしやる」105）と記
述されているが具体的な会社等の名前は不明である。いわゆる「デパートガール」といわれた百貨店店
員について、おそらく白木屋百貨店に勤めたものと思われる記述があった。昭和 2 年 3 月（第 22 回）
卒業生の二人について、「白木屋におつとめになつていらつしやいます。今度仲よしの（中略、1 名）
さんが御一緒におつとめになりました由きつと〳〵お喜びのことゝ思ひます」106）、「只今（中略、1 名）
さんと同じく白木屋へおつとめになつていらつしやいます」107）とある。この二人は同じ白木屋に勤めて
いたことをうかがうことができる。後者については、昭和 10 年の『同窓会々報』に「東京白木屋」108）

との記載があった。あるいは、「長岡の建設事務所におつとめ」（昭和 3 年 3 月・第 23 回卒業生）109）の
ようなケースもあった。

理研コンツェルン傘下の工場群が建設されるとともに、それ以降、理研関連会社に勤めたケースが散
見されるようになった。卒業したのは昭和 6 年 3 月（第 26 回）であるが、「東京の製図学校を御卒業後
研

（ママ、「理研」カ―筆者註）

理 で冴えたお頭を働かせて」110）いるとの記述があった。どのくらいの収入があったのか不明
だが、「月給日にはオゴつて下さるさうですから………」と続けられている。

いわゆる「共働き」であったか、昭和 6 年 3 月（第 26 回）卒業生について、「御夫君は郵便局、御自
分では理研へお勤め」であり、「お休みにはお二人でお揃ひでお出かけの由」111）という生活ぶりが描か
れている。また別の、同年の卒業生については、「東京で御洋裁の腕を磨いた上一流洋裁店で立派なデ
ザインでお忙しい日々」を送り、「御自分は勿論御洋装」で過ごした様子が分かる。「あのピツタリした
御様子から見ましても冴えた腕が伺はれます。御洋装なさるお方は御相談なさつては如何でございます
か？」112）と紹介されている。彼女については、昭和 16 年時点でも所在は東京府であった。

昭和 9 年 3 月（第 29 回）卒業生は、「（前略、4 名）様、皆様御元気で理研へ御通ひでございます」113）

と一度に 4 名が就職している。先行研究の示すように、柏崎市には、「理研チヤツク」「理研宮内鋳造」「理
研十尺旋盤」「柏崎興業」「比角自転車」といった理研コンツェルン下の会社が複数設立されていた 114）。
理研関連会社にみられるような製造業への就職はこの地域の一つの特色と言えよう。

昭和 18 年 3 月（第 38 回）卒業生になると、「実業」、特に工業に従事したことが分かる記述が目立つ
ようになる。「西川鉄工所」「東栄製作所」「ツ へ」「（前略、4 名）さんは帝石へ」「（前略、2 名）は東
京の学校」「安田の農会」115）など、各分野へ就職している。「帝石」は、昭和 16 年に設立された、「帝国
石油株式会社法に基づく半官半民の石油上流専業会社」116）であった。
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おわりに

あくまで、新潟高女など、他の県立との比較においてであるが、柏崎高女卒業者において、専門学校
等や師範学校第二部へ進んだ者の比率は高い方ではあった。専門学校等については新潟高女には及ばな
かったものの、特定の学校、すなわち実践女学校（実践女子専門学校）との縁が深く、恒常的に同校に
進学していたことが分かった。実践女学校（実践女子専門学校）を経て新潟に戻り、「母校にお帰り」、
あるいは「長岡市の家政女学校におつとめ」というように、中等学校等の教員となった事例がみられた。

また、長野県の事例と同様、女子師範学校第二部等への進学が一定数みられた 117）。長岡女子師範学
校への通学が可能であり、同校第二部への進学を経て、県内小学校教員として勤めるという一つのルー
トが形成されていた。教育職については、先にも述べた通り、高等教育機関を経由して中等学校教員と
なるケースも散見された。

太平洋戦争以降になると、「理研」や「帝石」、「西川鉄工所」、「東栄製作所」などの製造業従事者が
みられるようになった。『六十周年記念誌』には、「生徒の工場出勤の始まつたのも、この十九年からで、
はじめは北日本食品工場に上級生が輪番制で出ていたが、七月二十五日に理研柏崎工場、九月二日に霜
田木工所及び校内工場（遠藤動力工場、刈羽村出身、遠藤氏の経営）にと学業を捨てて継続的に出動す
るようになり、学校は一、二年生だけとなつてしまつた」118）との記述がある。戦時下という時代状況も
あるが、工業化が進むこの地域で、その産業を支えたという側面を見出すことができる。

明治期においては、男子中等教育に比し、女子のそれに高い価値が見出されていなかった。また、学
校史にもみられたように、柏崎においては、新潟、長岡、高田、新発田のような高等女学校設置の必要
性は低かった。しかし、篤志家による高等女学校設置の請願や下田歌子らのような一部女子による運動
によって、当地における高等女学校の設置が叶った。さらに、進学先として、このような覚醒した女性
と所縁のある一部の学校に集中していたことは、柏崎高女の特質として指摘できる。

昭和期に入ると、高女卒業生予定者を対象に上級校への、いわば「キャリア教育」が始められた。同
窓会の意向による専攻科の設置や女子実業従事者の増加など、明治期の「良妻賢母」育成とは異なる動
きがみられた。

同窓会報の記述を借りれば、高等女学校卒業者が「明晢」な「頭脳」、「鋭敏な頭」に価値を求めてい
たことが分かる。「賢母」である前に、「職業婦人」として賢明に生きていくためには、それ相応の知識
や技能、経験が求められた。しかも、学卒後、それを発揮できるようにするためには、「腕」や「頭」
をさらに磨かねばならない。「良妻賢母」を育てるという、当初の高等女学校の教育内容が次第に変化し、
社会的自立に向けてその教育の裾野を拡げ始めたと捉えることができる。

【謝辞】本研究を進めるにあたり、川口雅昭人間環境大学名誉教授、矢田貞行東海学園大学教授に御指
導賜った。また、東海学園大学図書館諸氏に、御高配・御助言を賜った。【図表 7】の路線図等の転載
にあたっては、株式会社野島出版様より許諾を頂いた。ここに謝意を表する。なお本稿は、中国四国教
育学会第 75 回大会（於・広島大学）「教育史」部会で令和 5 年 11 月 26 日に行った研究報告「新潟県立
柏崎高等女学校における卒業生の進路」に加筆、修正を加えたものである。
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 28） 『新潟県教育百年史　大　　正
昭和前期編』、1002 頁参照。 

 29） 『新潟県教育百年史　大　　正
昭和前期編』、1003 頁参照。 
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 38） 『六十周年記念誌』、2 頁参照。 
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楓文庫 12　成瀨先生講演集　第八』桜楓会出版部、昭和 15 年、41 頁参照（https://dl.ndl.go.jp/
pid/1458165/1/26：令和 6 年 11 月 3 日閲覧）〕。 

 41） 新潟県の師範学校は、新潟県新潟師範学校（新潟市）、新潟県高田師範学校（高田市）、女子師範
学校は、新潟県長岡女子師範学校（長岡市）があった。修業年限について、長岡女子師範の第二
部は 2 年、専攻科は 1 年であった。昭和 9 年度の生徒数は、第二部が 51 名、専攻科が 5 名であっ
た〔文部大臣官房文書課編『大日本帝国文部省年報第六十二年報自昭和九年四月

至昭和十年三月下巻』、昭和 13 年、附録
10 頁参照（https://dl.ndl.go.jp/pid/1452388/1/276：令和 5 年 10 月 28 日閲覧）〕。 

 42） 「長岡女子師範二部」「長岡女子師範学校」「長岡女師師範学校寄宿舎」「長岡女師」などの記載は
長岡女子師範学校第二部への進学とみなした。 

 43） 新潟県長岡女子師範学校編『新潟県長岡女子師範学校一覧』、大正 7 年、10 頁（https://dl.ndl.
go.jp/pid/910589/1/9：令和 6 年 11 月 3 日閲覧）。 

 44） 『新潟県教育百年史　大　　正
昭和前期編』、239 頁参照。 

 45） 『新潟県教育百年史　大　　正
昭和前期編』、228 頁参照。第二部の修業年限について、同書には「女子の場合、

本県は修業年限二年」との記述がある。 
 46） 『新潟県教育百年史　大　　正

昭和前期編』、240 頁。 
 47） このほか、理研コンツェルンについて、「新潟県柏崎にあった理研重工業柏崎工場だけで最盛期万

を越える工員を抱え」（斎藤憲『新興コンツェルン理研の研究』時潮社、平成 2 年、255 頁）たと
の記述がある。 

 48） 通信欄記述は、【図表 5】【図表 6】に示した名簿等で進路が判明できない者も含んでいる。消息不
明の卒業生もあり、卒業生全員に関する記載ではない。例えば、第 22 回卒業生の消息について、「第
二十二回の皆様に」の最後に、以下のように記してある。

 　　 皆様の御様子をお知らせ致したいと思ひましたけど随分沢山の方々が御消息が判らないでし
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まひました。又きつと随分まちがつたことも申し上げてあることゝ存じます。どうぞ皆様の
御承知の様にあのいつもかはらない、そそつかし屋の私のことでございますからお許し下さ
いませ。（『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、69 頁）

 　また、「第二十三回の皆様へ」として、冒頭に「最後の竹クラスの方の御消息をお知らせ致し
ます」（『同窓会々報』第 8 号、昭和 4 年 1 月、51 頁）とあり、「竹クラス」の紹介の後、「以上が
私の知つて居ります全部で御座います出来るだけ多く載せたかつたんですけれど何分御住所不明
の方もありますので予期したより書けませんでした」（同、54 頁）との記述がみられた。さらに、

「同窓の皆様へ」として、第 26 回卒業生の一部の近況を掲載した後、「この方達の他にお嫁にいら
つした方や、職業婦人として又は御兄弟の御手伝へで遠くへ行つてお出での方が沢山おありです。
又家庭で種々の御稽古事にいそしんでお出での人も御座いますが、私達が不行届きの為め皆様に
充分なお知らせが出来ず残念でございますがどうぞお許し下さいませ。」（『同窓会々報』第 12 号、
昭和 9 年 12 月、25 頁）とある。 

 49） 新潟県立柏崎高等女学校編『柏崎高等女学校　同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、78 頁。以
下、同誌から引用する際は、「『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、78 頁」のように略記する。 

 50） 中等教科書協会編『大正十五年五月現在　第二十三版　中等
教育諸学校職員録』中等教科書協会、大正

15 年、303 頁（https://dl.ndl.go.jp/pid/937376/1/223：令和 5 年 11 月 19 日閲覧）。 
 51） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、83 頁。 
 52） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、65 頁。 
 53） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、74 頁。 
 54） 『会報』第 1 号、大正 11 年 3 月、49 頁。 
 55） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、73-74 頁。 
 56） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、74 頁。 
 57） 帝国教育会編『教育年鑑』南北社、大正 9 年、262 頁（https://dl.ndl.go.jp/pid/937294/1/141：令

和 6 年 9 月 15 日閲覧）。 
 58） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、81 頁。 
 59） 『同窓会々報』第 18 号、昭和 15 年 12 月、25 頁。 
 60） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、76 頁。なお、和洋女子大学ホームページ「大学紹介」

によると、同校は昭和 3 年に和洋女子専門学校となり専門学校令にもとづく学校となった（https://
www.wayo.ac.jp/introduction/info：令和 6 年 11 月 2 日閲覧）。 

 61） 中等教科書協会編『大正十五年五月現在　第二十三版　中等
教育諸学校職員録』中等教科書協会、大正

15 年、303 頁参照（https://dl.ndl.go.jp/pid/937376/1/223：令和 5 年 11 月 19 日閲覧）。 
 62） 『同窓会々報』第 8 号、昭和 4 年 1 月、巻末名簿 36 頁。 
 63） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、68 頁。 
 64） 文部大臣官房文書課『日本帝国文部省第五十八年報　自昭和五年四月

至昭和六年三月　下巻』文部大臣官房文書課、昭和
11 年、附録 104 頁参照。 

 65） 長岡高等家政女学校は私立の甲種実業学校である（文部大臣官房文書課『日本帝国文部省第五十八
年報　自昭和五年四月

至昭和六年三月　下巻』文部大臣官房文書課、昭和 11 年、附録 104 頁参照）。なお、中等教科書協
会編『昭和五年五月現在　第二十七版　中等

教育諸学校職員録』中等教科書協会、昭和 5 年、422 頁（https://
dl.ndl.go.jp/pid/1448223/1/295：令和 6 年 9 月 6 日閲覧）に、「裁」の教員として掲載されている。 

 66） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、74 頁。 
 67） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、82 頁。 
 68） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、80 頁。明華女子歯科医学専門学校は大正 15 年に東洋女
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子歯科医学専門学校に改称した（『官報』第 4241 号、大正 15 年 10 月 12 日、286 頁参照）。 
 69） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、68 頁。『同窓会々報』第 8 号、昭和 4 年 1 月、巻末名簿

36 頁に「日本女子薬学校」とあり昭和女子薬学専門学校と判断した。 
 70） 『同窓会々報』第 18 号、昭和 15 年 12 月、25 頁。『同窓会々報』第 15 号、昭和 12 年 12 月、巻末

名簿 100 頁には「帝国女子医学薬学専門学校第一寄宿舎」とあり、帝国女子医学薬学専門学校と
判断した。 

 71） 『同窓会々報』第 8 号、昭和 4 年 1 月、54 頁。正式名称は「柏崎産婆学校」、学校種は「其ノ他ノ
各種学校」である〔新潟県編『大正十四年十二月刊行　新潟県統計書　第二編（教育）』、大正 14 年、
88-89 頁参照（https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/972481/1/53：令和 5 年 11 月 8 日閲覧）〕。同校は、明治
32 年 11 月に「赳庵病院産婆学校」、翌年 10 月「私立柏崎産婆学校」と改称した。なお、「一般に
は『宮川産婆学校』と呼称されていた」〔蒲原宏『新潟県助産婦看護婦保健婦史』新潟県助産婦看
護婦保健婦史刊行委員会、昭和 42 年、89 頁（https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/2518156/1/58：令和 5 年
11 月 8 日閲覧）〕とされている。 

 72） 『同窓会々報』第14号、昭和11年 12月、37頁。前掲、蒲原宏『新潟県助産婦看護婦保健婦史』では、「日
本赤十字社新潟支部病院（長岡赤十字病院）看護婦養成所」について以下のように説明されている。

 　　 赤十字救護看護婦となるにはその基礎学力が旧制四年制高等女学校卒業者及び同等以上の学
力を有しなければ入所資格がなく、かつ教育課程が三ヵ年間であつたのでその応募者の資質
と教育内容は当時の県下の最高レベルのものであった。

 　　 昭和七年から日本赤十字看護教程にもとづいて救護看護婦の養成が開始され、日本赤十字社
新潟支部病院（長岡赤十字病院）における第一回卒業生は昭和十年三月二十五日に笹川春江、
松野広子ら十八名が送り出された。（308 頁）

 なお、日本赤十字社の看護婦養成所においては、学費はなく、「在学中手当」「現食」が支給され
た。例えば芳進堂編輯部編『最新東京女子学校案内』 〔武田芳進堂、213 頁（https://dl.ndl.go.jp/
pid/1466336/1/119：令和 6 年 9 月 8 日閲覧）〕によると、「学費」の項に、「生徒には在学中手当及
び現食を給し寄宿舎に収容す」「又在学中所要の被服を貸与又は給与す」とある。「服務義務」と
しては、「卒業後十二ケ年間救護看護婦として戦時、事変又は平時救護其の他演習、講習、点呼の
際何時にても召集に応ずるの義務を負ふ」ことが示されている。 

 73） 新潟県内の「看護婦」「産婆」の養成機関について、新潟大学医学部五十周年記念会編『新潟大学
医学部五十年史』〔新潟大学医学部五十周年記念会、昭和 37 年、691 頁（https://dl.ndl.go.jp/ja/
pid/9544144/1/357：令和 5 年 10 月 21 日閲覧）〕に次のような記述があった。

 　　 　現在、新潟大学医学部附属看護学校の沿革を遡ると、まず明治四三年九月に新潟医学専門
学校看護婦養成科設置の議がおこり、一〇月に看護婦養成科規則が定められ養成科講習生の
募集が行なわれた。即ち、一六歳以上三〇歳未満の独身女性で高等小学校卒業程度の学力を
有する者が試験の上、選ばれ、給費生として待遇し、三ヵ年の修業後は一ヵ年間附属病院で
の勤務を義務づけられていた。（中略）未だ婦人職業の数少なく且つ社会に認められていなか
つた当時、国立の医学専門学校に附属した看護婦養成所がこの地方で開かれたことは画期的
のことであつた。当時、看護婦の教育といえば、新潟では新潟産婆学校、柏崎の宮川産婆学校、
郡立高田病院産婆看護婦養成所があり、産婆教育と並行して看護学の教習が行なわれていた
が、大半は独学か開業医師の下での研修で、免許取得には地方長官の指定した検定試験に合
格することによつて看護婦の仕事がなされていた時代に、新しく一つの組織化された看護婦
教育が始められたのは画期的なことであつた。 

 74） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、77 頁。 
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 75） 彼女について、新聞報道では「大の勉強家」であると、以下のように取り上げられている。
 　　 本年の卒業も間近になり女高師でも生徒の売込に忙しいがこの本年卒業生のうちに初めて本

科を出る一鮮人生徒がある
 　　 　従来も選科や聴講生には三四人づゝ鮮人がないではないが、本科は何しろ全国高女や師範

からの才媛が競争で入学するので、今までは一人もなかつた、本年卒業する（中略）さんは
服装から言葉まで内地婦人と変つたところがなく、大の勉強家で当局も将来をしよく望して
ゐる、女高師阿部教授は『（中略）さんは京城生れで京城 ■

（判読不能、「淑」カ―筆者註）

明女子高等普通女学校
卒業後新潟県柏崎高女に入り同高女から本校に来た生徒で非常に 
　明晰な頭の持主で家庭は士族に類するが学資は淑明の母校から来てゐたと記憶してゐる』
と（後略）（『読売新聞』、大正 14 年 1 月 22 日、7 面） 

 76） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、70 頁。刈羽郡内の小学校名については、文明堂編輯部編『改
正市町村便覧』立川文明堂、大正 14 年、33-34 頁参照（https://dl.ndl.go.jp/ja/pid/2209672/1/191：
令和 5 年 11 月 19 日閲覧）。 

 77） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、71 頁。 
 78） 同卒業生について、昭和 7 年の『名簿』では、「柏崎町枇杷島小学校」（柏崎高等女学校同窓会編『昭

和七年　同窓会員名簿』、昭和 7 年 11 月、巻末名簿 22 頁）と記載されている。 
 79） 『創立 40 周年記念号』、昭和 18 年 12 月、41 頁。 
 80） 『新潟県教育百年史　大　　正

昭和前期編』、1046 頁参照。 
 81） 『創立 40 周年記念号』、昭和 18 年 12 月、63 頁。 
 82） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、65 頁。 
 83） 中等教科書協会編『昭和五年五月現在　第七十二版　中等

教育諸学校職員録』〔中等教科書協会、昭和 5 年、
732 頁（https://dl.ndl.go.jp/pid/1448223/1/450：令和 5 年 11 月 19 日閲覧）〕によると、尚絅女学
校の「体」の教員として同姓同名の人物がみられた。なお、「尚絅女学校」は昭和 18 年、中等学
校令に基づく「仙台尚絅高等女学校」となった（『官報』第 4876 号、昭和 18 年 4 月 16 日、468 頁
参照）。 

 84） 『同窓会々報』第 15 号、昭和 12 年 12 月、49 頁。 
 85） 新潟県立柏崎高等女学校同窓会編『昭和十六年度

第  十  九  号同窓会員名簿』新潟県立柏崎高等女学校同窓会、昭和
16 年 12 月、21 頁。 

 86） 神戸女学院大学ホームページ「神戸女学院の歴史」によると、明治 42 年に専門学校令にもとづく
専門部が設置された（https://www.kobe-c.ac.jp/about/outline/history：令和 5 年 9 月 8 日閲覧）。
その後、「神戸女学院専門学校」と改称された（『官報』第 3214 号、昭和 12 年 9 月 17 日、472 頁
参照）。なお、『官報』によれば、「師範学校、中学

校、高等女学校教員免許状授与」中「体操科ノ内体操」に同姓同名の
記載があった（『官報』第 1646 号、昭和 7 年 6 月 27 日、707 頁）。註 83 に示したように、尚絅女
学校の「体」の教員としても記載が認められ、さらに、東京女子大学五十年史編纂委員会編『東
京 女 子 大 学 五 十 年 史 』（ 東 京 女 子 大 学、 昭 和 43 年、177 頁、https://dl.ndl.go.jp/ja/
pid/3447115/1/98）にも同姓同名の「助教授」の名前がある。 

 87） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、65 頁。 
 88） 『同窓会々報』第 18 号、昭和 15 年 12 月、25 頁。 
 89） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、82 頁。 
 90） 『同窓会々報』第 12 号、昭和 9 年 12 月、24 頁。 
 91） 杉 浦 守 邦『 養 護 教 員 の 歴 史 』 東 山 書 房、 昭 和 49 年、76-77 頁 参 照（https://dl.ndl.go.jp/

pid/12057774/1/46：令和 6 年 9 月 14 日閲覧）。同書には、昭和 9 年度に「学校看護婦」の学歴調
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査が行われたとある。「外地を除く 2,884 名中、高女卒は 773 名で、高小卒 1,954 名、尋小卒 133 名、
その他 24 名」とあり、「当時の一般女子の学歴からみれば高い方にはいる」と評している。また、「特
に高女卒の多い」府県として、「東京の 136 名、福岡の 109 名、沖縄 69 名、大阪 62 名、北海道の 44 名、
熊本 29 名、新潟 26 名等」（同書、77 頁）が挙げられている。 

 92） 『同窓会々報　記念号』、大正 13 年 11 月、75 頁。 
 93） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、68 頁。 
 94） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、64 頁。 
 95） 『同窓会々報』第 18 号、昭和 15 年 12 月、25 頁。 
 96） 『創立 40 周年記念号』、昭和 18 年 12 月、41 頁。 
 97） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、70 頁。 
 98） 『同窓会々報』第 12 号、昭和 9 年 12 月、24 頁。 
 99） 『創立 40 周年記念号』、昭和 18 年 12 月、41 頁。 
 100） 『同窓会々報』第 10 号、昭和 5 年 12 月、68 頁。 
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